
１ 第23回参議院議員通常選挙

第23回参議院議員通常選挙は、平成25

年（2013年）７月４日に公示され、同月

21日に執行された。

今回の通常選挙は、平成24年の総選挙

による政権交代後、初の大規模な国政選

挙であった。

今回の選挙は、平成24年の公職選挙法

の一部改正（福島県及び岐阜県選挙区の

定数は各２減員、神奈川県及び大阪府選

挙区の定数は各２増員の定数較差是正）

に伴い、福島県及び岐阜県選挙区の改選

数が１減、神奈川県及び大阪府選挙区の

改選数が１増で行われた。また、前国会

で行われた公職選挙法の一部改正により

インターネットを使った選挙運動が解禁

されて以来、初めての国政選挙となった。

比例代表と選挙区を合わせた改選数121

に対し、433人が立候補し、経済政策並

びに憲法改正、原発再稼働及び消費税率

引上げの是非等を争点として選挙活動が

行われた。

投開票の結果、自由民主党は65議席を

獲得し、議席を大幅に増やした。また、

公明党は11議席獲得した。この結果、非

改選と合わせた与党会派（自民、公明）

の議席数は過半数を上回ることとなっ

た。一方、改選前の第一会派を構成して

いた民主党の獲得議席は17にとどまっ

た。また、みんなの党、日本共産党及び

日本維新の会は、それぞれ８議席を獲得

し、社会民主党は１議席を得た。生活の

党及びみどりの風は議席を得なかった。

今回の投票率（全国平均）は、比例代

表、選挙区とも52.61％となり、前回の

通常選挙より、いずれも5.31ポイント下

回った。

各党派別の獲得議席数は以下のとおり

である。

党派 獲得議席数

自由民主党 ６５

民主党 １７

公明党 １１

みんなの党 ８

日本共産党 ８

日本維新の会 ８

社会民主党 １

諸派 １

無所属 ２

改選数計 １２１

（出典）総務省自治行政局選挙部「第23回参議院議員通常選挙結果調」



２ 第184回国会概観

（召集・会期）

第184回国会（臨時会）は、７月21日

に行われた第23回参議院議員通常選挙を

受け、８月２日に召集された。

会期は、召集日の衆参両院本会議にお

いて、８月７日までの６日間とする旨議

決された。

開会式は、召集日の午後３時から、参

議院議場で行われた。

（院の構成）

第23回参議院議員通常選挙等を受け、

召集日（８月２日）の本会議開会時点に

おける会派別所属議員数は、自民113、

民主59、公明20、みん18、共産11、維新

９、社民３、改革３、生活２、各派に属

しない議員３（副議長を含む）となった

（欠員１）。

召集日の本会議において、山崎正昭副

議長の辞任が許可された後、議長の選挙、

議席の指定、副議長の選挙、常任委員の

選任及び改選等による欠員を補充するた

めの暫定措置として11常任委員長（内閣、

総務、法務、財政金融、文教科学、厚生

労働、農林水産、国土交通、基本政策、

予算、行政監視）の選挙が行われた。

議長選挙では、無名投票の結果、第30

代議長に山崎正昭君（前副議長）が当選

した。副議長選挙では、無名投票の結果、

投票数が名刺数を３票超過したため、更

に無名投票を行った結果、第30代副議長

に輿石東君（民主）が当選した。同日、

輿石副議長は、所属会派を退会した。

７日の本会議において、17常任委員長

（内閣、総務、法務、外交防衛、財政金

融、文教科学、厚生労働、農林水産、経

済産業、国土交通、環境、基本政策、予

算、決算、行政監視、議院運営、懲罰）

の辞任の許可及び選挙、８特別委員会（災

害対策、沖縄･北方、倫理選挙、拉致問

題、ＯＤＡ、消費者問題、震災復興、原

子力問題）の設置、２調査会（統治機構、

デフレ脱却）の設置等が行われた。

（活動等の概要）

今国会中、新規に提出された法律案及

び条約はなかった。また、いずれも衆議

院で継続審査となっていた法律案（内閣

提出８件、衆議院議員提出27件、参議院

議員提出１件）は、全て、衆議院で継続

審査となった。

内閣総理大臣の所信表明演説は行われ

なかった。

会期末の８月７日、本会議で閉会手続

が行われた。


